
鵠
林
下
の
動
向
に
つ
い
て

―
特
に
良
哉
元
明
を
中
心
と
し
て

―

瀧

瀬

尚

純

【
問
題
の
所
在
】

白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
）
は
「
隻
手
音
声
」
の
公
案
を
創
出
し
た
こ
と
や
、極
め
て
独
創
的
な
禅
画
墨
蹟
を
膨
大
に
遺
す
な
ど
、

特
に
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
臨
済
禅
中
興
」
の
祖
師
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。
そ
の
活
躍
の
中
で
、
白
隠
及
び
白
隠
会
下
に
よ
る
近

世
臨
済
禅
界
へ
の
圧
倒
的
な
影
響
力
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
白
隠
の
元
に
掛
搭
し
た
禅
僧
た
ち
は
、
厳
し
い
修
行
後
に
各
地
へ
と
拝

請
さ
れ
、
林
下
に
留
ま
ら
ず
五
山
や
黄
檗
山
に
ま
で
住
持
す
る
な
ど
し
て
影
響
力
と
教
線
を
拡
大
し
、
江
戸
中
期
以
降
の
禅
界
を
席
巻
し

た
。
白
隠
自
身
も
、
自
ら
の
弟
子
の
充
実
ぶ
り
を
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
、
六
十
五
歳
の
と
き
に
刊
行
し
た
『
槐
安
国
語
』
巻
五
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

恨
む
所
は
、
鵠
林
、
人
を
得
る
こ
と
古
人
に
愧
じ
ず
と
雖
も
、
見
道
の
眼
昏
く
、
参
究
の
力
乏
し
う
し
て
、
諸
君
の
望
を
慰
す
る
に

足
ら
ず
。（
所
恨
鵠
林
雖
得
人
不
愧
古
人
、
見
道
眼
昏
、
参
究
力
乏
、
不
足
慰
諸
君
望
。）
校
訂
道
前
宗
閑
『
槐
安
国
語
』
上
巻	p.91	

禅
文
化
研
究
所	2003

白
隠
の
述
懐
通
り
、
多
彩
で
優
れ
た
修
行
者
た
ち
が
集
ま
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
古
月
禅
材
（
一
六
六
七
～
一
七
五
一
）
の
下
か
ら
錫

を
転
じ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
龍
澤
寺
開
山
で
白
隠
が
最
も
頼
っ
た
東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
～
九
二
）
や
宝
福
寺
・
向
嶽
寺
に
住
し
た
大
休

慧
昉
（
一
七
一
五
～
七
四
）、
大
休
と
同
行
し
た
快
岩
古
徹
（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
が
そ
の
代
表
と
言
え
る
が
、
彼
ら
は
一
度
白
隠
に
参
じ
た
後

（1） 
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は
、
古
月
に
再
参
し
て
い
な
い
。

一
方
、
古
月
下
か
ら
白
隠
に
転
じ
、
再
び
古
月
に
見
え
た
禅
僧
が
い
た
。
良
哉
元
明
（
一
七
〇
六
～
八
六
）
で
あ
る
。
良
哉
は
鵠
林
下
に

お
け
る
最
初
期
の
法
嗣
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
の
、
白
隠
下
四
世
の
妙
喜
宗
績
（
一
七
七
四
～
一
八
四
八
）
編
『
荊
棘
叢
談
』
に
お
け
る
、

白
隠
が
良
哉
へ
与
え
た
印
可
の
時
期
が
早
か
っ
た
と
悔
い
る
独
白
が
目
立
ち
、
東
嶺
や
遂
翁
元
盧
（
一
七
一
七
～
八
九
）
な
ど
と
比
し
て
、

鵠
林
法
嗣
と
し
て
の
扱
い
の
低
さ
が
際
立
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
哉
の
行
履
を
年
譜
資
料
な
ど
に
求
め
る
と
、
濃
尾
を
中
心
に
各
地
よ

り
請
わ
れ
て
提
唱
会
を
行
い
、
加
え
て
京
都
五
山
の
結
制
に
も
拝
請
さ
れ
る
な
ど
、
禅
界
に
お
い
て
は
、
宗
師
家
と
し
て
良
哉
の
力
量
の

高
さ
が
非
常
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
今
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
良
哉
の
年
譜

資
料
や
語
録
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
隠
及
び
古
月
と
の
関
わ
り
を
再
考
察
し
た
い
。

【
良
哉
と
白
隠
】

良
哉
の
修
行
時
代
を
そ
の
伝
よ
り
見
る
と
、
古
月
と
白
隠
を
往
来
し
、
両
者
の
も
と
で
見
性
体
験
を
重
ね
て
い
る
。
こ
の
点
を
見
る
と

白
隠
お
よ
び
古
月
、
ど
ち
ら
の
法
嗣
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。
鵠
林
下
の
伝
を
集
め
た
『
荊
棘
叢
談
』
で
は
、
第
一
番
目
に
立
伝
さ
れ
、

白
隠
下
に
お
け
る
最
初
期
の
法
嗣
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
古
月
側
や
後
の
燈
史
書
に
そ
れ
に
反
す
る
有
力
な
資
料
が
存
在
し
な

い
た
め
、
目
下
、
良
哉
は
鵠
林
下
の
禅
僧
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
四
十
歳
で
古
月
の
い
た
日
州
・
自
得
寺
を
訪
れ
た
良
哉
は
、

後
述
す
る
が
、
古
月
に
対
し
て
尊
敬
以
上
の
念
を
抱
い
た
形
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
単
に
白
隠
の
法
を
受
け
た
禅
僧
の
一
人
と
断
ず
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
良
哉
と
白
隠
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
後
、
古
月
と
の
関
係
を
見
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
前
提

と
し
て
、
良
哉
の
生
涯
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

良
哉
の
伝
は
、『
荊
棘
叢
談
』
や
良
哉
の
語
録
『
自
笑
録
』
の
跋
文
に
略
伝
が
載
せ
ら
れ
る
。
加
え
て
、『
良
哉
禅
師
略
紀
年
録
』（
稿
本
、

（2） 
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以
下
『
紀
年
録
』
と
略
す
）
は
年
譜
形
式
を
取
り
、
そ
の
生
涯
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
良
哉
伝
の
概
略
は
次
の
通
り
。

良
哉
は
、
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
、
尾
張
藩
藩
士
、
山
田
氏
の
下
に
生
ま
れ
た
。
十
歳
で
尾
張
・
總
見
寺
の
大
龍
禅
驪
に
つ
い
て
出
家
、

以
後
諸
方
歴
参
し
て
い
る
。享
保
十
二
年
、二
十
二
歳
の
と
き
に
は
古
月（
六
十
一
歳
）に
従
い
山
科
の
地
蔵
寺
に
お
い
て
盤
珪
永
琢（
一
六
二
二

～
九
三
）
の
法
嗣
、
逸
山
祖
仁
を
拝
し
た
。
二
十
四
歳
で
白
隠
（
四
十
五
歳
）
に
初
相
見
し
、
見
性
体
験
を
得
た
と
い
う
。
同
年
に
日
州
の

自
得
寺
に
住
し
て
い
た
古
月
に
掛
搭
し
、
こ
こ
で
も
一
見
処
を
得
て
い
る
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
に
は
、
東
福
寺
の
大
結
制
に
参
加

し
、
侍
者
を
務
め
た
。
な
お
こ
の
結
制
に
は
後
に
、
白
隠
に
再
参
す
る
際
に
良
哉
と
同
行
し
た
退
耕
庵
の
鐘
山
霊
佑
や
大
休
な
ど
も
参
加

し
て
い
る
。
結
制
の
二
年
後
、
二
十
九
歳
で
鐘
山
と
共
に
再
び
白
隠
（
五
十
歳
）
に
参
じ
、
こ
の
と
き
、「
疎
山
寿
塔
」
の
話
頭
に
契
当
し

た
と
い
う
。
以
降
、
白
隠
に
随
侍
し
た
後
、
三
十
二
歳
で
華
岳
寺
に
請
わ
れ
て
住
持
と
な
っ
た
。
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
、
四
十
歳
の
と

き
、
古
月
（
七
十
九
歳
）
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
遷
化
ま
で
約
四
十
年
の
長
き
に
渡
る
接
化
の
生
涯
は
、
拝
請
を
承
け
る
こ
と
三
十
箇

所
以
上
、
授
戒
会
を
催
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
八
十
一
歳
、
自
身
が
開
山
と
な
っ
た
円
徳
寺
に
て
示

寂
し
た
。

良
哉
は
、二
十
九
歳
で
白
隠
に
再
参
し
て
以
降
、白
隠
下
を
代
表
す
る
弟
子
の
一
人
と
な
り
、次
第
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。『
白
隠
年
譜
』
に
は
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
、
再
参
に
至
っ
た
良
哉
及
び
慧
休
が
白
隠
の
『
碧
巌
録
』
の
提
唱
を
よ
く
理
解
し

た
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
く
。

春
、
慧
山
退
耕
鍾
山
和
尚
、
三
の
良
哉
、
来
参
す
。
夏
、
鍾
山
の
為
に
碧
巌
集
を
提
唱
す
、
衆
二
十
余
、
哉
・
休
の
二
上
座
、
頗
る

旨
に
通
ず
。（
編
著
芳
澤
勝
弘
『
新
編	

白
隠
禅
師
年
譜
』（
以
下
、
芳
澤
『
年
譜
』
と
略
す
）p.573	

禅
文
化
研
究
所	2016

）

こ
の
年
、
白
隠
は
駿
東
郡
八
幡
の
野
賀
権
太
夫
氏
の
陣
屋
に
招
か
れ
、
良
哉
も
こ
れ
に
同
行
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
滞
在
し
た
林
泉
庵
に

て
詠
ん
だ
白
隠
の
偈
頌
が
『
荊
叢
毒
蘂
』
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
良
哉
へ
の
期
待
と
激
励
を
い
う
。

哉
や
、
東
よ
り
帰
る
日
、
二
税
を
虧
く
民
の
如
し
。（
中
略
）
拶
し
て
要
緊
の
処
に
到
っ
て
、
忽
ち
生
機
輪
を
旋
ら
す
。
勉
旃
、
哉
、

（5） 
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怠
る
こ
と
莫
か
れ
、
常
に
精
神
を
抖
擻
せ
よ
。
頷
中
の
物
を
撃
砕
せ
よ
、
沕
と
し
て
淵
く
潜
ん
で
自
珍
と
せ
よ
。（
哉
也
東
帰
日
、
如

虧
二
税
民
。（
中
略
）
拶
到
要
緊
処
、
忽
旋
生
機
輪
。
勉
旃
哉
莫
怠
、
常
抖
擻
精
神
。
撃
碎
頷
中
物
、
沕
淵
潜
自
珍
。）
訳
注
芳
澤
勝
弘
『
白
隠
和
尚	

荊
叢
毒

蘂	
坤
』（
以
下
、『
荊
叢
毒
蘂	

坤
』
と
略
す
）「
用
前
韻
酬
哉
上
座
」p.445	

禅
文
化
研
究
所	2015

こ
こ
で
い
う
「
前
韻
」
と
は
、
野
賀
氏
に
招
か
れ
た
際
に
詠
ん
だ
「
請
に
賀
氏
の
亭
に
応
ず
」
の
韻
を
指
す
が
、
こ
の
白
隠
の
詩
偈
に
良

哉
が
和
韻
し
た
偈
頌
が
「
白
隠
禅
師
、
小
春
、
賀
氏
の
亭
に
遊
ぶ
の
韻
に
次
す
」
と
し
て
『
自
笑
録
』（『
白
隠
和
尚
全
集
』（
以
下
、『
白
隠
全
集
』

と
略
す
）
第
七
巻p.366	
龍
吟
社	1969

）
に
載
せ
ら
れ
る
。

享
保
二
十
年
に
は
、
白
隠
下
の
江
国
元
周
が
永
昌
寺
に
、
仙
彭
禅
寿
が
清
梵
寺
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
入
寺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
白
隠
は
両

名
の
入
寺
に
当
た
っ
て
、
そ
の
餞
と
し
て
厳
し
い
訓
戒
の
偈
頌
を
与
え
て
い
て
、
良
哉
は
そ
れ
に
「
春
日
書
懐
、
白
隠
禅
師
、
寿
・
周
二

首
座
住
院
を
賀
す
る
の
韻
に
次
す
」（『
白
隠
全
集
』pp.358~361

）
と
し
て
韻
を
次
い
だ
古
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時
時
に
詩
偈
を

応
酬
す
る
様
子
か
ら
は
白
隠
と
良
哉
の
緊
密
ぶ
り
を
窺
え
よ
う
。

元
文
元
（
一
七
三
六
・
白
隠
五
十
二
歳
・
良
哉
三
十
一
歳
）
年
の
冬
に
は
、
植
松
季
統
の
発
願
に
よ
り
、
観
音
寺
に
僧
堂
な
ど
が
開
か
れ
た
。『
白

隠
年
譜
』
な
ど
に
直
接
的
に
良
哉
が
関
わ
る
様
子
は
見
え
な
い
が
、『
紀
年
録
』
に
よ
る
と
良
哉
が
白
隠
の
命
に
よ
っ
て
看
護
し
て
い
る
。

こ
の
観
音
寺
（
現
廃
寺
）
は
、
原
宿
の
西
に
あ
っ
た
。
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
白
隠
七
十
一
歳
の
と
き
に
は
秋
葉
三
尺
坊
が
勧
請
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、
白
隠
八
十
一
歳
の
と
き
に
は
遂
翁
が
松
蔭
寺
の
後
継
争
い
を
避
け
て
身
を
寄
せ
る
な
ど
、
松
蔭

寺
近
在
に
位
置
す
る
鵠
林
下
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。
落
慶
し
て
間
も
な
い
こ
の
観
音
寺
に
良
哉
を
派
遣
す
る
こ
と
か
ら
も
、
白
隠
が

良
哉
を
優
秀
か
つ
重
要
な
弟
子
と
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
、
白
隠
（
五
十
三
歳
・
良
哉
三
十
二
歳
）
は
、
伊
豆
の
林
際
寺
よ
り
拝
請
を
受
け
、
碧
巌
録
会
を
催
し
た
。
こ
の
法

会
は
白
隠
の
他
山
か
ら
の
拝
請
に
よ
る
初
め
て
の
提
唱
会
で
あ
り
、そ
の
重
要
な
法
会
に
白
隠
は
良
哉
を
同
行
さ
せ
て
い
る
。『
白
隠
年
譜
』

に
は
、

（8） 

（9） 
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冬
、
豆
の
臨
済
の
請
に
応
じ
て
［
師
、
他
山
の
請
を
受
く
る
の
始
め
な
り
］、
碧
巌
集
を
提
唱
す
。
闔
衆
二
百
余
。
哉
、
休
、
相
い

謂
い
て
曰
く
「
前
来
の
所
解
と
稍
や
異
な
る
に
非
ず
や
」。
師
、之
を
聞
き
て
語
り
て
曰
く
「
夫
れ
法
は
山
の
登
れ
ば
則
ち
弥
々
高
く
、

海
の
入
れ
ば
則
ち
益
々
深
き
が
如
し
。
這
回
別
に
長
処
有
る
を
覚
う
」。
哉
、
休
、
之
を
聞
い
て
益
ま
す
進
む
。（
芳
澤
『
年
譜
』p.575

）

と
、
良
哉
が
慧
休
と
共
に
白
隠
の
す
ぐ
傍
ら
に
侍
し
て
、
接
化
を
受
け
な
が
ら
境
涯
を
深
め
て
い
く
様
子
が
書
か
れ
る
。
そ
し
て
同
年
に

良
哉
は
華
岳
寺
へ
入
寺
し
、
白
隠
の
下
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
前
年
よ
り
鵠
林
会
下
に
よ
り
企
画
さ
れ
て
い
た
虚
堂
録
会
が
松
蔭
寺
に
て
催
さ
れ
た
。『
白
隠
年
譜
』
草
稿

に
そ
の
盛
会
ぶ
り
を
以
下
の
如
く
に
述
べ
る
。

師
、
歳
五
十
六
。
衆
、
虚
堂
会
を
成
す
。
大
衆
、
雲
の
如
く
に
聚
ま
る
。
龍
潭
の
通
、
首
座
と
為
り
、
安
養
の
沢
、
副
弐
と
な
り
、

三
の
良
哉
、
一
位
と
な
り
。
大
休
、
円
桂
、
霊
源
、
葦
津
等
、
之
に
聚
ま
る
。
一
衆
四
百
有
余
。（
中
略
）
是
の
会
よ
り
師
の
道
徳
天

下
に
冠
た
り
。
請
益
発
薬
の
衲
子
、
日
を
逐
っ
て
之
に
聚
ま
る
。（
芳
澤
『
年
譜
』pp.576~577

）

こ
こ
で
は
、
四
百
人
も
の
雲
衲
が
松
蔭
寺
に
集
結
し
た
こ
と
、
大
休
や
霊
源
慧
桃
（
一
七
二
一
～
八
五
）
ら
特
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
後
に

各
地
で
鵠
林
の
禅
風
を
挙
揚
し
た
禅
僧
が
連
な
る
中
、
良
哉
が
一
位
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
良
哉
は
白

隠
に
と
っ
て
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
、
鵠
林
下
に
お
い
て
自
明
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
降
、
か
な
り
の
長
期
間
に
渡
っ
て
良
哉
が
、
白
隠
と
直
接
交
流
し
た
形
跡
は
窺
え
な
い
。
虚
堂
録
会
の
約
二
十
年

後
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
・
白
隠
七
十
四
歳
、
良
哉
五
十
三
歳
）
年
、
白
隠
は
美
濃
の
瑠
璃
光
寺
に
お
い
て
企
画
さ
れ
た
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
七
～

一
六
六
一
）
百
年
遠
諱
法
要
と
そ
れ
に
伴
う
碧
巌
録
会
に
拝
請
さ
れ
て
い
る
。
愚
堂
遠
諱
に
か
か
る
経
緯
は
『
白
隠
年
譜
』
に
詳
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

師
、
七
十
四
歳
。
春
、
濃
の
瑠
璃
光
の
請
に
応
ず
。
預
め
大
円
宝
鑑
国
師
百
年
の
忌
斎
を
修
し
て
、
碧
巌
録
を
提
唱
せ
し
む
。
庵
居

の
諸
衲
、
肯
わ
ず
。
師
の
意
、
益
ま
す
進
む
。
林
泉
の
貫
宗
、
牧
公
を
勧
め
て
会
を
司
ら
し
む
。
一
衆
、
漸
く
隨
う
。（
中
略
）
次
に

（11） 
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瑠
璃
光
に
入
っ
て
、
書
を
四
方
に
発
し
て
曰
く
「
老
僧
、
此
間
、
愚
堂
百
年
遠
忌
に
値
い
、
瑠
璃
光
に
在
っ
て
碧
巌
録
を
挙
す
。
若

し
国
師
の
法
恩
を
憶
う
者
有
ら
ば
、
咸
な
来
た
っ
て
炷
拝
せ
よ
」
と
。
是
に
於
い
て
、
良
哉
、
鉄
肝
、
霊
源
、
空
印
、
天
瑞
の
諸
老
、

来
た
り
集
ま
る
。
円
慈
、
会
に
陪
し
て
分
座
す
。（
芳
澤
『
年
譜
』pp.631~632

）

白
隠
が
自
ら
の
法
源
に
当
た
る
愚
堂
遠
諱
に
並
々
な
ら
ぬ
決
意
で
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
、
良
哉
は
白
隠
の
求
め
に
よ

り
、
鵠
林
下
の
老
宿
と
し
て
遠
諱
法
要
に
随
喜
し
て
い
る
が
、
法
会
の
実
務
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
牧
公
即
ち
遂
翁
（
四
十
二
歳
）
で
あ
り
、

老
齢
の
白
隠
を
扶
助
し
て
提
唱
を
行
っ
た
の
は
、
東
嶺
（
三
十
八
歳
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
会
で
提
唱
を
扶
け
た
東
嶺
と
法
会
を
司
っ
た
遂

翁
が
、
当
時
の
白
隠
下
を
代
表
す
る
法
嗣
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
が
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
良
哉
が
各
地
の
提
唱
に
拝
請
さ
れ
た
様
子
や
祖
師
の
遠
諱
法
要
に
随
喜
し
た
こ
と
を
細
か
く
記
録
す
る
『
紀
年
録
』
に
は
、
宝

暦
八
年
の
条
目
に
、
良
哉
が
瑠
璃
光
寺
の
愚
堂
遠
諱
に
出
頭
し
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
白
隠
及
び
鵠
林
下
に
と
っ
て
、
愚
堂
遠

諱
を
盛
大
に
厳
修
す
る
こ
と
は
、
愚
堂
か
ら
至
道
無
難
（
一
六
〇
三
～
七
六
）
を
経
て
正
受
老
人
（
道
鏡
慧
端
・
一
六
四
二
～
一
七
二
一
）
を
経
由

し
白
隠
へ
と
次
第
す
る
法
系
こ
そ
、臨
済
禅
の
正
当
な
法
脈
で
あ
る
こ
と
を
高
ら
か
に
主
張
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
鵠
林
下
の
一
大
事
と
も
言
え
る
法
要
に
参
加
し
、
恐
ら
く
約
二
十
年
ぶ
り
に
師
の
白
隠
と
見
え
た
こ
と
は
、
良
哉
伝
を
構
成

す
る
に
当
た
り
、
特
に
記
す
べ
き
と
事
項
と
考
え
る
が
、
編
者
は
敢
え
て
記
載
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
降
も
白
隠
と
良
哉
が
交
流
し
た
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
明
和
五
（
一
七
六
八
・
白
隠
八
十
四
歳
、
良
哉
六
十
三
歳
）
年
、
白
隠
遷
化

に
際
し
、
良
哉
が
追
悼
の
偈
頌
を
詠
む
、
或
い
は
白
隠
の
斎
会
に
赴
く
な
ど
の
事
蹟
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
自
身
が
白
隠
の
偈
に
和
韻

し
た
以
外
、
白
隠
に
言
及
す
る
偈
頌
が
一
首
『
自
笑
録
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
自
身
の
弟
子
で
あ
る
弁
禅
衲
が

白
隠
の
下
に
錫
を
転
ず
る
と
き
に
与
え
た
送
行
の
偈
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

弁
な
る
や
、
多
年
、
予
を
起
こ
す
こ
と
切
な
り
、
暫
時
、
分
手
し
て
海
東
に
之
く
。
海
東
に
之
く
、
什
麼
の
事
か
有
る
、
鵠
林
老
大

師
に
見
え
ん
と
欲
す
。
鵠
林
の
辛
辣
、
殊
に
孤
絶
、
一
句
機
に
当
れ
ば
遅
疑
す
る
こ
と
勿
れ
。（
中
略
）
豆
駿
の
間
故
旧
多
し
、
報
じ
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て
言
え
、
我
れ
今
老
い
て
癡
癡
た
り
と
。（
中
略
）
景
陽
門
外
君
を
送
る
処
、
樹
樹
西
風
、
悲
し
み
に
耐
え
ず
。（
弁
也
多
年
起
予
切
、
暫

時
分
手
海
東
之
。
海
東
之
有
什
麼
事
、
欲
見
鵠
林
老
大
師
。
鵠
林
辛
辣
殊
孤
絶
、
一
句
当
機
勿
遅
疑
。（
中
略
）
豆
駿
之
間
多
故
旧
、
報
言
我
今
老
癡
癡
。（
中

略
）
景
陽
門
外
送
君
処
。
樹
樹
西
風
不
耐
悲
。）『
自
笑
録
』「
送
弁
禅
衲
之
駿
州
」（『
白
隠
全
集
』
巻
七pp.369~370

こ
こ
に
は
師
弟
の
惜
し
む
べ
き
別
れ
に
加
え
、
白
隠
及
び
旧
交
の
あ
る
法
友
へ
敬
意
の
み
に
留
ま
ら
な
い
複
雑
な
心
境
が
吐
露
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
弁
禅
衲
」
は
『
紀
年
録
』
を
編
纂
し
た
「
侍
者
宜
弁
」
に
比
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
良
哉
に
最
も
親
し
く
近
侍
し
た

弟
子
の
一
人
と
も
目
さ
れ
る
。
こ
の
送
行
偈
に
は
、
弟
子
が
自
己
研
鑽
の
た
め
と
は
い
え
、
自
身
を
離
れ
て
白
隠
の
元
に
赴
く
こ
と
へ
の

少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
詠
み
込
ん
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
良
哉
と
古
月
】

こ
の
よ
う
に
、良
哉
は
白
隠
が
若
い
頃
に
は
一
番
弟
子
と
し
て
師
資
緊
密
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、次
第
に
白
隠
の
元
を
離
れ
て
い
っ

た
。
一
方
、
古
月
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

『
紀
年
録
』に
よ
る
と
良
哉
は
、延
享
二（
一
七
四
五
）年
、四
十
歳
の
と
き
に
、丹
波
の
法
常
寺
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
た
一
絲
文
守（
一
六
〇
八

～
四
六
）
の
百
年
遠
諱
に
出
頭
し
た
。
そ
の
足
で
、
道
樹
周
砥
と
共
に
古
月
（
七
十
九
歳
）
の
い
た
自
得
寺
に
赴
い
て
い
る
。
こ
の
時
、
古

月
は
、
自
得
寺
内
に
自
ら
が
構
え
た
退
隠
場
の
骨
清
堂
に
寓
居
し
て
い
た
。
十
六
年
ぶ
り
に
古
月
と
再
開
し
た
良
哉
は
一
夏
を
そ
の
下
で

過
ご
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
両
者
は
偈
頌
を
応
酬
す
る
の
で
あ
る
が
、『
荊
棘
叢
談
』
で
は
、

又
た
日
州
に
往
き
て
再
び
古
月
に
骨
清
堂
に
謁
す
。
月
、
之
を
喜
ぶ
。
師
偈
を
呈
し
て
曰
く
「
鉄
錫
曽
て
再
来
を
謝
ら
ず
、
参
陽
の

人
事
、
字
は
良
哉
。
骨
清
堂
上
、
簾
を
捲
い
て
坐
す
れ
ば
、
雨
後
の
青
山
、
雲
霧
開
く
」
と
。
月
、
之
に
和
す
。（
又
往
日
州
、
再
謁

古
月
於
骨
清
堂
。
月
喜
之
。
師
呈
偈
曰
、
鉄
錫
不
曾
誤
再
来
、
参
陽
人
事
字
良
哉
。
骨
清
堂
上
捲
簾
坐
、
雨
後
青
山
雲
霧
開
。
月
和
之
。）
能
仁
晃
道
『
荊
棘

（13） 
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叢
談
全
訳
注	

白
隠
門
下
逸
話
選
』（
以
下
、
能
仁
『
叢
談
』）pp.120~121	

禅
文
化
研
究
所	2000

と
、
古
月
が
良
哉
と
の
再
開
を
喜
び
、
ま
た
良
哉
の
偈
頌
と
そ
れ
に
対
し
古
月
が
和
韻
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
一
方
、『
自
笑
録
』
の
山

邨
良
由
に
よ
る
跋
文
で
は
、
重
大
な
意
味
を
持
つ
出
来
事
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

再
び
古
月
禅
師
を
日
州
に
訪
ぬ
。
古
月
禅
師
喜
ん
で
師
を
皆
山
亭
に
舎
す
。
師
偈
有
り
て
曰
く
「
鉄
錫
曽
て
再
来
を
謝
ら
ず
、
参
陽

の
人
事
、
字
は
良
哉
。
骨
清
堂
上
、
簾
を
捲
い
て
坐
す
れ
ば
、
雨
後
の
青
山
、
雲
霧
開
く
」
と
。
古
月
禅
師
、
深
く
肯
う
。
是
れ
よ

り
玄
風
を
継
闡
し
、
学
徒
を
接
引
し
、
遠
邇
の
皀
士
、
欽
服
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。（
再
訪
古
月
禅
師
于
日
州
。
古
月
禅
師
喜
舎
師
於
皆
山
亭
。

師
有
偈
曰
、
鉄
錫
不
曽
誤
再
来
、
三
陽
人
事
字
良
哉
。
骨
清
堂
上
捲
簾
坐
、
雨
後
青
山
雲
霧
開
。
古
月
禅
師
深
肯
焉
。
自
是
継
闡
玄
風
、
接
引
学
徒
、
遠
邇
皀

士
無
不
欽
服
。）『
白
隠
全
集
』
巻
七pp.454~455

つ
ま
り
、
良
哉
の
偈
頌
に
対
し
、
古
月
が
そ
れ
を
深
く
肯
う
と
言
っ
た
嗣
法
を
想
起
さ
せ
る
場
面
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
「
是
よ
り

玄
風
を
継
闡
し
、
学
徒
を
接
引
」
と
あ
り
、
良
哉
が
古
月
の
法
嗣
と
し
て
そ
の
後
の
活
動
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
継
闡
玄
風
」

の
語
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
「
第
二
十
九
祖
慧
可
大
師
」
条
に
、

少
林
、
化
を
託
し
て
西
帰
し
て
よ
り
、
大
師
、
玄
風
を
継
闡
し
、
博
く
法
嗣
を
求
む
。（
自
少
林
託
化
西
帰
、
大
師
継
闡
玄
風
博
求
法
嗣
。）

T
51-220c

と
あ
る
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
達
磨
が
遷
化
し
て
以
降
は
慧
可
が
そ
の
法
を
継
承
し
、
自
身
も
法
嗣
を
求
め
た
こ
と
を
い
う
。
そ

の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
月
か
ら
良
哉
へ
の
法
の
伝
授
が
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
跋
文
作
者
の
山

邨
は
、
良
哉
に
近
接
し
、
親
し
く
詩
偈
の
応
酬
を
す
る
仲
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
良
哉
の
古
月
に
対
す
る
畏
敬
の
念
や
嗣
法
観
に

つ
い
て
も
一
定
程
度
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
理
解
の
上
に
、
前
記
の
よ
う
な
表
現
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

更
に
跋
文
前
半
部
分
を
読
む
と
、良
哉
が
古
月
に
参
じ
、開
悟
し
た
様
子
は
詳
ら
か
に
さ
れ
る
一
方
、白
隠
へ
の
言
及
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。

自
省
す
ら
く
、
諸
仏
の
妙
理
は
文
字
に
関
わ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
乃
ち
日
州
の
古
月
禅
師
を
訪
ね
て
真
空
に
洞
達
せ
ん
と
欲
っ
す
。

（15） 
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先
師
太
龍
和
尚
の
塔
を
拝
辞
し
て
、（
中
略
）
直
に
日
州
の
自
得
寺
に
造
っ
て
、
古
月
禅
師
に
参
承
し
、
日
夜
休
せ
ず
。
一
日
、
古
月

禅
師
の
見
牛
第
三
頌
を
挙
す
る
を
聞
き
て
、
忽
然
と
し
て
開
悟
す
。
即
ち
入
室
す
、
古
月
禅
師
、
数
し
ば
詰
す
る
に
玄
微
を
以
て
す
。

師
、
輙
ち
之
に
答
る
こ
と
、
響
の
声
に
応
ず
る
が
如
し
。（
中
略
）
白
隠
禅
師
に
隨
う
こ
と
数
載
、
法
器
益
々
熟
す
。（
自
省
諸
仏
妙
理

非
関
文
字
也
。
乃
欲
訪
日
州
古
月
禅
師
洞
達
真
空
。
拝
辞
先
師
太
龍
和
尚
塔
、（
中
略
）
直
造
日
州
自
得
寺
、
参
承
古
月
禅
師
、
日
夜
不
休
。
一
日
聞
古
月
禅

師
挙
見
牛
第
三
頌
、
忽
然
開
悟
。
即
入
室
、
古
月
禅
師
数
詰
以
玄
微
、
師
輙
答
之
、
如
響
応
声
。（
中
略
）
随
白
隠
禅
師
数
載
、
法
器
益
々
熟
。）『
白
隠
全
集
』

巻
七p.40

『
紀
年
録
』に
は
言
及
の
あ
っ
た
白
隠
下
で
の
見
性
体
験
や
鵠
林
下
と
し
て
の
活
動
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
ず
、白
隠
の
元
で
は
修
行
の
結
果
、

境
涯
が
深
ま
っ
た
と
書
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
山
邨
が
良
哉
は
古
月
の
法
嗣
と
目
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

で
は
、
良
哉
は
自
身
の
嗣
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
資
料
を
見
る
と
白
隠
と
比
し
て
古
月
に
対
し
て

は
並
々
な
ら
ぬ
敬
意
を
払
い
、
直
接
的
で
は
な
い
も
の
の
、
と
も
す
れ
ば
古
月
法
嗣
を
自
覚
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
自
得
寺
の
骨
清

堂
に
退
隠
し
て
い
た
古
月
（
七
十
九
歳
・
良
哉
四
十
歳
）
に
再
び
見
え
た
際
に
は
、「
良
哉
」
の
道
号
頌
が
与
え
ら
れ
た
。『
四
会
録
』
に
は
良

哉
に
宛
て
た
道
号
頌
が
採
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
割
註
に
は
、「
参
河
吉
良
の
華
蔵
寺
主
、
自
ら
請
う
」（
能
仁
『
四
会
録
』pp.675~676

）
と

あ
り
、
良
哉
自
身
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
号
頌
と
は
師
が
弟
子
に
授
与
す
る
道
号
に
関
す
る
偈
頌
で
、
弟
子
が

修
行
な
ど
で
得
た
境
涯
や
そ
の
人
格
を
漢
詩
文
の
形
式
で
表
現
し
て
い
て
、
法
嗣
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
性
格

を
持
つ
道
号
頌
を
自
ら
請
う
こ
と
自
体
、
良
哉
が
古
月
を
真
の
師
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

古
月
は
寛
延
四
（
宝
暦
元
／
一
七
五
一
・
良
哉
四
十
六
歳
）
年
五
月
二
十
五
日
、
八
十
五
歳
で
遷
化
し
た
。
遷
化
に
当
た
り
、
そ
の
前
日
に

詠
ん
だ
四
字
四
句
の
遺
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、『
自
笑
録
』
に
は
そ
の
句
を
分
か
っ
て
、
追
悼
の
偈
頌
を
詠
ん
だ
経
緯
を
次
の
よ
う
に

い
う
。福

聚
開
山
古
月
禅
師
、
今
茲
寛
延
辛
未
仲
夏
二
十
五
日
、
四
字
四
句
偈
を
遺
し
て
入
寂
す
。
似
か
じ
、
曽
て
猊
下
に
侍
し
て
、
左
提
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右
携
し
、
慈
を
蒙
る
こ
と
尚
し
か
ら
ん
に
は
。
今
、
此
の
訃
を
聴
き
て
悲
慟
に
堪
え
ず
。
漫
り
に
句
を
分
か
っ
て
五
言
四
偈
を
成
し

之
を
輓
む
。（
福
聚
開
山
古
月
禅
師
、
今
茲
寛
延
辛
未
仲
夏
二
十
五
日
、
四
字
四
句
遺
偈
入
寂
。
不
似
曽
侍
猊
下
、
左
提
右
携
、
蒙
慈
尚
矣
。
今
聴
此
訃
不

堪
悲
慟
。
漫
分
句
成
五
言
四
偈
輓
之
。）『
白
隠
全
集
』
巻
七p.448

ま
た
、
翌
年
の
小
祥
忌
に
当
っ
て
は

維
、
宝
暦
二
年
五
月
二
十
日　

元
明　

蘋
蘩
香
燈
を
以
て
、
福
聚
開
山
古
月
材
公
禅
師
の
尊
霊
を
祭
し
奉
る
。（
維
宝
暦
二
年
五
月
二
十

日
元
明
、
以
蘋
蘩
香
燈
奉
祭
福
聚
開
山
古
月
材
公
禅
師
尊
霊
。）『
白
隠
全
集
』
巻
七p.330

と
祭
文
を
奉
っ
た
。
ま
た
、
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、『
自
笑
録
』
に
は
「
古
月
禅
師
を
輓
む
」（『
白
隠
全
集
』
巻
七p.395

）
の
偈
が
採
録

さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
古
月
遷
化
後
も
長
ら
く
師
の
年
忌
法
要
を
厳
修
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
賢
が
指
摘
す
る
通
り
、
明
和
四
（
一
七
六
七
・
六
十
二
歳
）

年
、
相
国
寺
で
連
環
結
制
が
行
わ
れ
た
際
に
、
拝
請
を
受
け
た
良
哉
は
、
五
月
二
十
五
日
の
十
七
回
忌
正
当
日
に
私
費
に
て
法
要
を
特
に

営
ん
で
い
る
。
連
環
結
制
の
会
中
に
古
月
忌
斎
の
正
当
年
日
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
各
地
か
ら
二
百
人
も
の
参
加
者
を
得
た
大
会
に
て
、

特
に
良
哉
が
主
と
な
り
法
要
を
営
弁
す
る
こ
と
は
、
自
身
が
古
月
法
嗣
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
宣
言
し
て
い
る
に
等
し
い
。
ま
た
『
自
笑

録
』
に
は
、「
本
妙
広
鑑
禅
師
忌
」
二
首
が

曽
て
雨
華
、
化
台
に
散
じ
て
よ
り
、
廿
三
の
忌
景
、
夢
魂
回
る
。
青
天
の
一
棒
、
威
烈
を
余
し
、
人
天
を
驚
殺
す
、
特
地
の
雷
。（
曽

自
雨
華
散
化
台
、
廿
三
忌
景
夢
魂
回
。
青
天
一
棒
余
威
烈
、
驚
殺
人
天
特
地
雷
。）『
白
隠
全
集
』
巻
七p.420

苦
口
の
箴
言
、
今
、
豈
に
忘
れ
ん
、
三
十
三
白
、
半
炊
の
粱
。
報
恩
の
句
子
、
吾
、
隠
す
こ
と
無
く
、
満
殿
の
薫
風
、
涼
を
坐
却
す
。

（
苦
口
箴
言
今
豈
忘
、
三
十
三
白
半
炊
粱
。
報
恩
句
子
吾
無
隠
、
満
殿
薫
風
坐
却
涼
。）
同
右

と
載
せ
ら
れ
、
二
十
三
（
良
哉
六
十
八
歳
）、
三
十
三
回
忌
（
七
十
八
歳
）
と
良
哉
晩
年
に
至
っ
て
も
弔
い
の
偈
頌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

特
別
な
敬
意
と
追
悼
の
念
に
加
え
て
、
古
月
よ
り
の
嗣
法
意
識
は
生
涯
続
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（16） 

（17） 
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【
小
結
】

以
上
、
良
哉
と
白
隠
及
び
古
月
と
の
関
係
を
見
て
き
た
。
従
来
、
良
哉
は
白
隠
初
期
の
有
力
な
弟
子
で
あ
り
法
嗣
で
な
が
ら
も
、『
荊

棘
叢
談
』
に
載
せ
る
白
隠
の
独
白
と
さ
れ
る
言
葉
に
よ
り
、
鵠
林
下
に
お
け
る
低
い
評
価
が
定
着
し
、
鵠
林
下
の
法
嗣
が
臨
済
禅
界
を
占

め
る
近
世
以
降
は
、
特
に
膾
炙
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
他
方
、
再
参
し
た
古
月
と
の
関
係
を
諸
資
料
か
ら
検
討
し
た
形
跡
は
な
い
。
本
稿

に
お
い
て
は
、
先
述
の
ご
と
く
『
自
笑
録
』
な
ど
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
良
哉
の
敬
意
と
嗣
法
意
識
は
白
隠
で
は
な
く
古
月
に
向
い
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

何
故
、
良
哉
は
白
隠
で
は
な
く
古
月
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
月
の
禅
は
「
持
戒
禅
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
矩
や
清
規
を

重
ん
じ
た
。
無
論
、
白
隠
も
持
戒
を
疎
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
古
月
は
提
唱
会
に
拝
請
さ
れ
た
と
き
に
は
時
々
に
「
規
箴
」
を
制

定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
、
六
十
歳
の
と
き
に
は
、
備
後
の
鳳
源
寺
と
甲
州
の
恵
林
寺
に
拝
請
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
提
唱
会
を
行
っ
て
い
る
が
、
両
所
に
お
い
て
規
箴
が
編
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
月
の
伝
に
よ
る
と
享
保
十
一
、十
二
年
に
か
け
て
、

関
東
往
来
の
間
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
者
は
八
百
余
に
上
る
と
い
い
、
各
地
で
授
戒
会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
弟
子
の
良
哉
も
積

極
的
に
授
戒
会
を
行
っ
た
。『
紀
年
録
』
に
よ
る
と
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
、
六
十
四
歳
の
時
、
華
岳
寺
で
三
百
人
が
集
ま
っ
た
『
雪

江
録
』
の
提
唱
会
中
に
四
衆
の
為
に
授
戒
し
て
以
降
、
遷
化
の
年
、
天
明
六
（
一
七
八
六
・
八
十
一
歳
）
年
二
月
二
四
日
、
宗
徳
寺
で
の
授
戒

ま
で
、
提
唱
会
に
拝
請
さ
れ
た
各
地
寺
院
で
頻
繁
に
授
戒
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
五
月
十
四
日
に
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
死
の
直
前

ま
で
授
戒
に
務
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
持
戒
を
重
視
す
る
姿
勢
は
両
者
に
共
通
し
て
お
り
、
良
哉
が
古
月
を
仰
ぐ
一
因
と

な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
良
哉
と
白
隠
及
び
古
月
の
関
係
に
は
一
定
程
度
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
他
方
、『
荊
棘
叢
談
』
に
お
け
る
良

（18） 

（19） 

（20） 
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哉
へ
の
評
価
の
妥
当
性
や
、
鵠
林
下
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改

め
た
い
。

〈
註
〉

（　

）	『
荊
棘
叢
談
』
序
で
は
、

	

　

	

鵠
林
禅
師
、
応
接
五
十
年
。
衲
子
の
輪
下
に
輻
湊
す

る
者
、
門
前
に
市
を
成
す
。（
中
略
）
禅
師
戢
化
の
後
、

散
じ
て
四
方
に
之
く
。
或
い
は
名
藍
巨
刹
に
住
し
、
徒

を
匡
し
衆
を
領
じ
、
盛
ん
に
鵠
林
の
道
を
倡
う
る
者

有
り
。（
中
略
）
鵠
林
、
嘗
て
自
ら
謂
う
、「
我
人
を
得

る
こ
と
古
人
に
愧
じ
ず
」
と
。
是
れ
亦
た
欺
か
ざ
る

の
説
な
り
。（
鵠
林
禅
師
、
応
接
五
十
年
。
衲
子
之
輻
湊
于
輪

下
者
、
門
前
成
市
。（
中
略
）
禅
師
戢
化
之
後
、
散
而
之
四
方
。

或
有
住
名
藍
巨
刹
、
匡
徒
領
衆
、
盛
倡
鵠
林
之
道
者
。（
中
略
）

鵠
林
嘗
自
謂
我
得
人
不
愧
于
古
人
。是
亦
不
欺
之
説
也
。）能
仁『
叢

談
』p.117

	

と
鵠
林
下
の
充
実
ぶ
り
を
言
う
。

（　

）	

良
哉
に
関
す
る
纏
ま
っ
た
研
究
は
少
な
い
。
良
哉
を
中
心

と
し
て
取
り
上
げ
た
論
考
と
し
て
は
、
横
山
文
綱
「
良
哉

禅
師
を
尋
ね
て
」（『
禅
文
化
』
三
十
九	pp.61~64	

禅
文
化
研
究

所	1966

）、
佐
藤
和
雄
「
近
世
に
お
け
る
臨
済
宗
の
地
方

展
開
―
良
哉
元
明
と
授
戒
―
授
戒
会
―
」（『
花
園
大
学
大
学

院
仏
教
学
研
究
』
二	pp.3~27	

花
園
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会	

2015

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
佐
藤
論
文
で
は
、
良
哉
を

論
の
主
役
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
て
、
そ
の
授
戒
活
動
に

つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の

嗣
法
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
は
少
な
い
。

（　

）	

良
哉
は
師
承
に
つ
い
て
、
能
仁
晃
道
「
近
世
禅
宗
史
寸
考	

伽
藍
法
と
印
証
系
と
い
う
二
つ
の
法
系
に
つ
い
て
」（『
禅

文
化
』183	pp.31~38	

禅
文
化
研
究
所	2002

、
能
仁
晃
道
『
清
骨

の
人	

古
月
禅
材
―
そ
の
年
譜
か
ら
近
世
禅
宗
史
を
読
む
―
』（
以
下
、

能
仁
『
古
月
』
と
略
す
。）pp.260~267	

禅
文
化
研
究
所	2007

に
再

録
。）
で
は
、
更
に
違
っ
た
視
点
か
ら
指
摘
を
し
て
い
る
。

即
ち
華
岳
寺
の
伽
藍
法
上
の
師
で
あ
る
簡
禅
慧
林
の
法
嗣

で
あ
る
こ
と
を
、越
崇
寺
入
寺
の
際
の
示
衆
（『
自
笑
録
』「
高

須
山
越
崇
禅
寺
入
寺
示
衆
」『
白
隠
全
集
』
巻
七pp.312~313

）
に

お
い
て
嗣
香
を
拈
じ
て
表
明
し
て
い
る
点
も
注
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

	
	　

更
に
こ
の
点
を
補
足
す
る
資
料
を
墨
蹟
資
料
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
良
哉

五
十
四
歳
の
と
き
、
良
哉
に
次
い
で
華
岳
寺
の
住
持
と

な
っ
た
弟
子
の
檀
州
元
那
の
求
め
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

12

3
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自
賛
の
頂
相
に
は
、

	
　

	

林
簡
禅
の
脈
を
続
ぎ
、
蔑
斧
を
雲
山
の
古
叢
に
承
く
。

（
続
林
簡
禅
脈
、
承
蔑
斧
於
雲
山
古
叢
。）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館

『
白
隠
禅
師
二
百
五
十
年
遠
諱
記
念	

白
隠
』「
良
哉
元
明
像
」

p.114	
花
園
大
学
歴
史
博
物
館	2017

	
	

と
あ
る
。
ま
た
、
過
去
七
仏
か
ら
自
身
に
至
る
法
系
を

書
い
た
逓
代
伝
法
の
墨
蹟
、「
逓
代
伝
法
仏
祖
系
」（
同
図

録p.114

）
に
も
、
白
隠
や
古
月
で
は
な
く
簡
禅
慧
林
を
そ

の
法
脈
に
書
く
こ
と
か
ら
、
伽
藍
法
上
の
師
承
関
係
を

も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
語

録
に
見
る
示
衆
や
墨
蹟
資
料
は
、
華
岳
寺
に
深
く
関
係

す
る
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
良
哉
の
嗣
法
観
全

て
を
物
語
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お

き
た
い
。

（　

）	『
紀
年
録
』
の
稿
本
は
禅
文
化
研
究
所
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、複
製
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

特
に
記
し
て
謝
し
た
い
。

（　

）	

こ
の
時
の
様
子
が
『
続
禅
林
僧
宝
伝	

第
一
輯
』「
慧
日
山

退
耕
庵
鍾
山
禅
師
伝
」
に
次
の
よ
う
に
出
る
。

	

　

	

甲
寅
（
享
保
十
九
年
）
春
、光
福
を
辞
し
て
庵
原
に
抵
り
、

草
庵
に
安
居
し
て
、
鵠
林
に
請
益
す
。
参
の
良
哉
、
亦

た
会
下
に
在
り
。
毎
に
三
人
鼎
坐
し
て
、
古
今
を
商

略
す
。
夏
、
林
、
師
の
為
に
碧
巌
集
を
講
ず
。
明
年

乙
卯
の
春
、
林
、
又
た
師
の
為
に
虚
堂
録
を
講
ず
。
講

畢
っ
て
便
ち
林
を
辞
す
。
林
、
哉
と
並
び
に
送
行
の

偈
を
寄
す
。
秋
九
月
、
京
に
帰
る
。（
甲
寅
春
、
辞
光
福

抵
庵
原
、
安
居
草
庵
、
請
益
鵠
林
。
参
之
良
哉
、
亦
在
会
下
。
毎

三
人
鼎
坐
、商
略
古
今
。
夏
林
為
師
。
講
碧
巌
集
。
明
年
乙
卯
春
、

林
又
為
師
講
虚
堂
録
。
講
畢
便
辞
林
。
林
与
哉
並
寄
送
行
偈
。
秋

九
月
帰
京
。）
訓
注
能
仁
晃
道
『
訓
読	

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
上
巻	

p.427	

禅
文
化
研
究
所	2002

	
	

三
人
で
商
量
し
、
ま
た
白
隠
と
良
哉
が
鐘
山
に
対
し
て

別
れ
の
偈
頌
を
共
に
詠
む
こ
と
な
ど
、
両
者
の
関
係
が

緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（　

）	

天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
の
秋
、
七
十
六
歳
の
と
き
、
開
山

と
な
っ
て
い
る
。

（　

）	『
荊
叢
毒
蘂
』
に
は
こ
の
時
に
詠
ん
だ
連
作
が
採
録
さ
れ

て
い
て
、
良
哉
と
詩
を
和
し
た
こ
と
な
ど
が
詠
ま
れ
る
。

詳
し
く
は『
荊
叢
毒
蘂	

坤
』pp.435~460

を
参
照
の
こ
と
。

（　

）	『
荊
叢
毒
蘂
』
に
「
昌
新
主
人
請
座
右
篇
。
書
類
古
詩
者

一
篇
、
以
賀
寿
周
二
禅
人
住
院
」（『
荊
叢
毒
蘂	

坤
』

pp.388~408

）
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（　

）	

功
徳
主
で
あ
る
植
松
季
統
は
観
音
寺
の
僧
堂
を
亡
父
と
亡

弟
の
菩
提
を
弔
う
為
に
造
立
し
た
。
特
に
亡
弟
・
藤
四
郎

は
切
腹
自
殺
と
い
う
悲
惨
な
死
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
植
松
家
の
落
胆
も
激
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
観
音

45
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寺
に
看
護
と
し
て
入
っ
た
良
哉
は
、
亡
弟
の
無
念
の
死
を

慰
め
る
た
め
追
悼
の
詩
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。『
荊
叢
毒

蘂
拾
遺
』（『
荊
叢
毒
蘂	

坤
』pp.919~922

）
に
は
良
哉
の
詩

に
白
隠
が
和
韻
し
た
偈
頌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
良
哉
の
偈
頌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
白
隠
の
有
力
な

外
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
植
松
家
を
哀
悼
す
る
た
め
の
偈

頌
を
自
身
が
先
に
作
り
弟
子
に
和
韻
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
観
音
寺
の
看
護
で
あ
る
良
哉
の
詩
に
、
師
匠
で
あ
る

白
隠
が
和
韻
し
た
こ
と
か
ら
も
、
良
哉
の
立
場
と
才
を
白

隠
が
認
め
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（　

）	『
荊
叢
毒
蘂
』
に
は
、
観
音
寺
僧
堂
落
慶
の
経
緯
が
記
さ

れ
た
「
観
音
寺
僧
堂
梁
牌
銘
」
の
詩
文
が
採
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、「
元
文
元
年
丙
辰
仲
冬
」と
あ
る
箇
所
に
、

今
津
文
庫
本
『
荊
叢
毒
蘂
』
に
は
「
良
哉
和
尚
庵
居
ノ
節
」

と
書
き
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
今
津
文
庫
本
の
書
き
込

み
は
東
嶺
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良

哉
が
開
創
当
初
の
観
音
寺
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
は

鵠
林
下
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

（　

）	『
紀
年
録
』
に
は
、
元
文
四
年
の
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ

は
編
者
に
よ
る
記
憶
の
失
で
あ
ろ
う
。

（　

）	

白
隠
と
愚
堂
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
白
隠
禅
師
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
レ
ポ
ー
ト	

白
隠
慧
鶴
と
愚
堂
東
寔
」

（『
禅
文
化
』245	pp.33~48	2017

）
を
参
照
の
こ
と
。

（　

）	『
自
笑
録
』
に
は
、
弁
禅
衲
が
作
し
た
偈
頌
に
良
哉
が
和

韻
し
た
詩
が
五
首
分
（『
白
隠
全
集
』
巻
七pp.404~405

）
採

録
さ
れ
て
い
る
。

（　

）	

こ
の
偈
に
対
し
、古
月
は
和
韻
を
行
い
、古
月
の
語
録
『
四

会
録
』
に
「
道
樹
良
哉
二
和
尚
の
至
る
を
喜
ぶ
」（
能
仁
晃

道
『
訓
注	

古
月
禅
師
四
会
語
録
』（
以
下
、能
仁
『
四
会
録
』
と
略
す
）

pp.671~673	

禅
文
化
研
究
所	2019

）
と
し
て
録
さ
れ
て
い
る
。

（　

）	『
自
笑
録
』
跋
文
に
、

	

　

	

師
、
詩
癖
有
り
。
漢
と
唐
を
問
わ
ず
、
口
を
開
け
ば

篇
を
成
す
。
余
も
亦
た
詩
を
嗜
む
を
以
て
方
外
の
交

り
を
為
す
。
師
、
晩
年
尾
州
に
在
り
て
、
優
游
す
る

こ
と
数
歳
。
余
、
時
時
に
尾
州
に
之
い
て
、
会
す
る

毎
に
翰
墨
に
游
戯
し
て
、
語
咲
日
を
移
す
。（
師
有
詩
癖
。

不
問
漢
与
唐
、
開
口
成
篇
。
余
亦
以
嗜
詩
為
方
外
交
。
師
晩
年
在

尾
州
、
優
游
数
歳
。
余
時
時
之
尾
州
、
毎
会
游
戯
翰
墨
、
語
咲
移

日
。）『
白
隠
全
集
』
巻
七p.455

	

と
両
者
の
親
交
ぶ
り
が
語
ら
れ
る
。

（　

）	

能
仁
『
古
月
』p.264

に
て
指
摘
済
。

（　

）	

こ
の
禅
師
号
は
古
月
遷
化
一
年
後
の
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）

年
七
月
三
日
に
桃
園
天
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
能
仁

『
古
月
』pp.215~216

参
照
の
こ
と
。

（　

）	
例
え
ば
仮
名
法
語
『
宝
鏡
窟
之
記
』
に
は
、「
禅
定
誦
経
、

101112
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念
仏
持
戒
、
皆
是
見
性
の
助
因
な
る
べ
し
。」（
訳
注
芳
澤

勝
弘
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集	

第
十
二
冊	『
隻
手
音
声	

他
』p.180		

禅

文
化
研
究
所	2001

）
と
あ
る
。

（　

）	『
四
会
録
』「
備
後
州
比
熊
山
鳳
源
禅
寺
雨
安
居
語
録
」（
能

仁
『
四
会
録
』pp.313~316

）
及
び
「
乾
徳
山
恵
林
寺
結
冬
語

録
」（
能
仁
『
四
会
録
』pp.410~413

）
に
「
規
箴
」
が
採
録

さ
れ
て
い
る
。

（　

）	

能
仁
『
古
月
』pp.121~122

を
参
照
の
こ
と
。

（
国
際
禅
学
研
究
所　

研
究
員
）
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